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若年の就業問題について 

 
伊藤 最近の日本で、ニート、フリーター

と呼ばれる人たちが増えていると言われま

すが、この点についてどのようにお考えで

すか。 
 
玄田 現状でデータが取れるのは、1992 年

のバブル崩壊直後ぐらいで、比較的最近の

ことしか分かりませんが、いわゆる失われ

た 10 年ないしは 15 年と言われている中で

趨勢的に増えた現象であることは事実です。

特に労働問題を考えるときに、同じ失われ

た 10 年、15 年といっても、1998 年と 2002

年と 2回大きな転機があるような気がして

います。その 2つの年は、労働市場の問題

としては希望退職というのが非常に集中し

た年で、特に 98 年からフリーターというの

が非常に増えました。 

 
伊藤 98 年はいわゆる金融危機の翌年と

いうことですが、2002 年はどうしてですか。 
 
玄田 希望退職が非常に多かったのが

2002 年です。上場企業のデータしか分かり

ませんが、「リストラ」という言葉が一番頻

繁に使われた年は、これらの年ではないか

と思います。 

 
伊藤 今のお話は、どちらかというともう

働いている人、中高年のことですね。それ

とニートやフリーターとはどのように関係

するのでしょうか。 
 
玄田 少しこの間の関係は説明しないとい

けません。まず失業者に 3つの違いがあり

ます。失業者は、統計上は、ただ仕事をし

ていないだけではなくて、ハローワークに

行ったりと職を探している人のことを言い

ます。フリーターも、もともと学校を卒業

して非正社員として働いている人が圧倒的

多数ですから、失業者とも違います。ニー

トの一番の特徴は、職探しをしていないと

いう、いわゆる非労働力と言われている部

分です。今まで非労働力といいますと、例

えば専業主婦、学生、家事見習い、高齢者

と言われ、学卒後の若者というイメージが

なかったのが、どうも統計を見ているとそ

こが増えてきています。その量的な変化が

見逃してはいけない点だと思います。92 年
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ぐらいにもフリーターやニートはもちろん

いたわけです。そのときにはモラトリアム

ということが言われて、この不況も多分一

時的で別に無理して就職しなくても、当時

から人手不足と言われていましたから、一

時待てばもっといい就職先が復活してとい

う淡い希望も含めて、無理して正社員にな

らなくてもいい。また、家庭も家庭でそれ

なりに経済的に余裕があったので、別に働

かなくてもというのがありました。 

しかし、この 10 年間の大きな変化という

のは、ニートというのは、どちらかという

と、決して豊かとは言えない家庭で非常に

増えてきているというところが重要な問題

だと思っています。もともとイギリスでの

ニートの問題は、ある種の階級社会の中の

一側面として理解されています。ニートの

親が低所得世帯であることから、子どもに

十分な教育機会、トレーニングの機会が提

供できず、学卒後も何もしていないという

ことですし、日本にも当然そういう傾向は

あると思います。 

 

伊藤 イギリスの階級社会とは違うけれど

も、社会の階層化を硬直化させるような何

らかの社会的な背景にあるのではないかと

いうことでしょうか。 

 

玄田 「なんで貧しい家庭の子が働かない

のか。俺たちの時代だって貧しかったけど、

働いた」などといいます。最大の違いは、

昔は貧しいけれどもコミュニティみたいな

ものがあって、大学には行かなくても近所

の職人のおじさんみたいになりたい、とい

ったことがあった。いわばソーシャルネッ

トワークが緩やかにあったわけですが、今

は核家族化の進行などから、むしろ貧しい

家庭ほど孤立化が進んでいます。親や先生

以外の大人とほとんどコミュニケーション

がないという状態は、むしろ貧しい家庭の

方にあります。 
ニートに特徴的なのは、コミュニケーシ

ョンに対する苦手意識の強さです。一番典

型的なのは、引きこもりみたいなケースも

ありますが、大人になる、社会で生きる、

働くことの具体的なモデルが見えない、そ

ういうかかわりがないまま大きくなってい

るということです。これはかなり趨勢的な

長期的に抱えてきた問題ですが、それがこ

の不況の中でかなり噴出したのではないで

しょうか。 
 
ニート問題の本質 

 
伊藤 ニートとフリーターという問題は分

けて考えた方がいいということですね。 
 
玄田 フリーターは可能性が十分あると思

っています。コンビニの中で儲かっている

コンビニとはどういうところかを少し調べ

たことがあります。もちろん駅前といった

立地条件は大きいですが、もう一つは、店

長やオーナーがフリーターの人たちの育成

が非常にうまいということです。よくフリ

ーターは単純労働で未来がないと言われま

すが、そういうところでは、フリーターで

働くうちにいろんな出会いがあり、育成も

あったりします。その中でいろいろ経験し

て、あるコンビニできちんとアルバイトで

きた人は他の店にも行くこともできます。

フリーターまで行ければ、まだまだ可能性

はあると思います。 
 ただ、ニートの場合にはそこまで行かな

い人たちがたくさんいる。フリーターや失
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業者が問題ないと言うつもりはないですが、

こういう問題提起をしたのは、ニートはも

っとしんどい状況にあり、しかもそれを放

置しておくとより深刻になるということで

す。 
若いうちに働けない人は、中高年になっ

ても働けない。結局今はまだ親が生きてい

るからそれなりに生活ができますが、将来

的には生活保護に依存するようになると、

ものすごく大きな社会的なコストが生まれ

るということです。早い段階で社会とのか

かわりを持つようにしないと、社会保障、

財政上の負担も大きくなるわけです。それ

が一歩間違うと、「なんだ、働いた方が損」

とか、「ニートになった方が結局食べられる

じゃないか」のような風潮になると、これ

は年金の未納問題、ないしはそれ以上に社

会的な「働く」という基盤を崩す恐れがあ

るぐらいの問題だと思っています。 
 
伊藤 これは、先進工業国全体に共通した

問題ということができますか。その中でも、

日本は特に深刻なのでしょうか。 
 
玄田 以前に BBC の記者からニートについ

て取材を受けました。イギリス人の方が詳

しいでしょうといいますと、「それはイギリ

スでは誰も知らないですよ」と笑われまし

た。その後フランス人のジャーナリストか

らも「（ニートなんて）知らない」と言われ

ましたが、自分に自信が持てないとか、コ

ミュニケーションが苦しいとか、家庭環境

とか、苦しい状況のなかで働けなくなった

若者のことだと説明しますと、「あ、それな

らわかる、たくさんいる」となりました。

OECD の統計なんかも、失業者の比較とか結

構ありますが、非労働力状態の若者の比較

はありません。直感として、こういう問題

は、長期に失業状態ですとだんだん職を探

すことを断念してきますから、おそらく構

造的にはかなり共通だろうと思います。日

本の特色としては、98 年ぐらいから非常に

ニートが増えましたが、「過去に働いた経験

がある」「去年働けなくなった」という人に

理由を聞くと「病気・けがのため」と答え

ているケースがすごく増えています。その

病気・けがの具体的内容までは今の統計で

調べられていませんが、おそらくかなりの

部分は、30 代の長時間労働とか、成果主義

のプレッシャーとかで、心身のうちの“心”

の部分のプレッシャーから、燃え尽きてし

まったというのは、実はかなり無視できな

いのではないかと思っています。 
 
二極化するニート 

 
伊藤 ニートというと子どもが親のすねを

かじって何となく生活できていて、非常に

甘えた集団だというイメージを持っている

人が多いと思いますが、実際にはかなり貧

しい家庭が多くて、そうした理解とは違う

現象ということでしょうか。 
 
玄田 二極化している感じがします。親と

の関係では、親が過剰にかかわりすぎるケ

ースと、親が親であることを降りてしまっ

ているケースがあります。今若者自立挑戦

プランでいろいろ対策をとって、例えば若

者自立塾という、共同生活をする中で働く

前提をつくろうとしています。こうした場

合有効なのは、親が親としてかかわりすぎ

ているケースがほとんどです。親との引き

離しをすることによって集団で生きるとい

うことを必要としているケースがあるわけ
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です。こうした場合は、自立塾とか、外部

の専門家の力を使うことによって変われる

ということができます。 
 難しいのは、親が親であることを降りて

しまっているケースで、それは貧困問題と

密接にリンクしています。今、一部の地域

の中学校では、選択制が採用されていてみ

んなが行きたくない学校というのもあるわ

けです。そこに集まる子の親の半分以上が

生活保護を受けているようなクラスも現実

にあります。そういうところは、将来の進

路のことについて相談したいって先生が親

に連絡しても、連絡が取れない状況になっ

ています。仮に、連絡が取れても、「俺に言

われても困る」、「子どものことは子どもに

任せているので、言われても困るから」と

いう答えが返ってきます。「親としてしっか

りしろ」という政策ができるわけでもない

ですからほんとに難しいですね。ニートの

問題でも、特に深刻なのは、家庭の経済状

況に余裕もなく、親も子どもに無関心にな

っているケースです。そうなると、昔のよ

うに、子どものことは親が解決すればいい

問題だ、とは現実的に言えなくなっていま

す。 
 
伊藤 大都市と地方とかで顕著な違いとい

うものはあるのでしょうか。 
 
玄田 どちらかが特に問題とは言い切れな

いと思います。 
 
伊藤 経済的に困難な地域であれば、地方

でも十分あるということですね。 
 
玄田 地方では、正社員の仕事が少ないで

すからね。親は親として、一人っ子だった

りすると都会に出したくないですし、子ど

もも昔ほど都会志向がないですから、そう

いうことからフリーターが増えていく状況

もあります。それに一部の地方では、親や

家族が世間体を気にして、ジョブカフェな

どの公的な支援の場を利用することを躊躇

している面もあります。そういうケースの

親に限って「うちは、子どもは家事手伝い

だからいいんです」ということを口ではお

っしゃいますが、このままでいくとその子

はどうなるんだ、といった状況が少なくあ

りません。 
 それに地域の問題に限らず、根本的には

人材育成ということに対する企業の投資が

衰退してきており、「即戦力」という言い方

が強調されることの危険性が気になります。

最近、大学生も、サークルとか部活に入ら

ずに、資格を取る学校に行ったり、英語の

学校へ行ったりしています。それは真面目

でいいという解釈もありえますが、学生に

とってみれば、就職後に即戦力にならない

といけないというプレッシャーがあるわけ

です。ところがよく調べてみると、まとも

な企業は即戦力なんて若者に全然期待して

いない。むしろ、人材育成に手を抜かなか

った会社が結果的に残っている。人材育成

に手を抜かないからいい人が残るし、成長

し、成長すればまた育成という好循環があ

るのに対し、一方では余裕がないというの

で、いい人も育たないという悪循環があり

ます。 
 
ニート問題の解決には 
 
伊藤 長い目で見て、ニート問題を解決し

ていく糸口はどのようなものでしょうか。 
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玄田 根本的には持続的な経済成長を実現

するというのが一番大きいと思います。こ

れから景気回復が本格化すれば、ニートや

フリーターも量的にはこれからは減る可能

性は大きいと思います。就職が、超氷河期

という時代から、だんだん人手不足になる

ことで量的には減らす方向に働くと思いま

す。 

ただ、今はニートの数は 60 万とも 80 万

とも言われていますが、ゼロになるという

ことはあり得ないでしょう。それに景気が

よく求人はあるにもかかわらず、職に就け

ないという、本当に深刻なケースが残って

くると思います。今若者自立挑戦プランで

莫大な予算を投じていますが、景気がよく

なり反動で若者対策はもう必要ないとなる

と、そういう非常に苦しい若者が取り残さ

れることになる。最近では、1970 年代生ま

れの悲劇みたいなことが言われています。

70 年代に生まれた人たちは、ちょうど失わ

れた 10 年の不況期に就職することになっ

た世代であり、人材育成にも恵まれなくて、

フリーターになっているケースも多い。そ

の人たちが不安定雇用やときには無業のま

ま、中高年になると自立にも困難を抱える

場合も出てくる。そんな可能性もあって、

政府も今、生活保護の考えを、自立ができ

ない人のための生活保護から、自立をサポ

ートするための生活保護へとかなり舵を切

ろうとしています。生活保護を受ける場合、

必ず就職支援相談員のような人が、ハロー

ワークに同伴するとか、そういうことを条

件とすることもだんだん出てきています。 
 
伊藤 サポートの仕方なんかも、ヨーロッ

パの言い方ですが、ヒナに殻をあげるより

も翼を与えた方がいいということで、前と

違うやり方をしなくてはならないわけです

か。海外では成功事例はあるのでしょうか。 
 
玄田 イギリスでは、ブレア政権が誕生し

たときに、内閣府のソーシャル・エクスク

ルージョン・ユニット（社会的排除防止局）

で、ギャップにブリッジをかけるべきだと

いうことで「ブリッジング・ザ・ギャップ」

という報告書を出して、そこにニートの問

題が取り上げられています。そこではコネ

クシオンズという組織をつくり、パーソナ

ルアドバイザーによって個別に細かい支援

をしていく。それが今の日本の自立支援の

取り組みの参考にもなっています。イギリ

スだけでなく、自立支援にやはり一日の長

があるのは北欧の国々のようです。施しを

される対象として若者を捉えるのではなく、

若者自身が主体的に行動するような巻き込

み方を政策的に考えている。ややもすると、

青少年対策というのは、上から見下ろされ

ているような感じになってしまうので、そ

ういう意味で、仕掛けの仕方とか、やり方

のうまさというのを日本で実現するのには、

まだまだ成熟に時間がかかるかもしれない

ですね。 
 
伊藤 働かないと社会に参加できないとい

うのではなく、もう少しほかの形で社会に

入るような仕組みを作るということでしょ

うか。 
 
玄田 そうですね。働くということの概念

は、もう少しわれわれも柔軟に考えないと

いけないと思ったりしています。直接関係

するかどうか分かりませんが、いわゆる先

進国の中の就業者に占める NPO 人口は、日

本はまだ非常に下位のほうです。NPO もす
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べてがいいとは思いませんが、いわゆる会

社勤めというか、非常に典型労働のような

形ではない形も、ときには認めつつ、なお

かつ、夫婦でフリーター的な非正規雇用で

も、ある程度将来について安定したビジョ

ンが持てるというものをつくっていかない

といけないと思います。 

 

フリーターの問題－均衡処遇 

 
伊藤 フリーターの方はどうですか。景気

が少しよくなると変わるのではないかとい

う話も言われていますが。 
 
玄田 ええ、やっぱり 2003 年、2004 年ぐ

らいをピークに、最近の統計では減る方向

です。今 200 万をちょっと超えていると厚

生労働省の統計で言われていますが、多分

1 年単位で 200 万という数字は減っていく

のではないでしょうか。 
 
伊藤 バブル崩壊後によく言われたのは、

企業が、終身雇用的な仕組みを変えるとい

う意識を強く持ち、コアの労働は別として

柔軟な雇用を増加させてきています。そう

すると、構造的にフリーター的なものはあ

る程度数は残らざるを得ないということで

しょうか。 
 
玄田 そうですね。フリーターにもいろん

な人がいますから。例えば最近だと派遣請

負は、パート労働が不可欠であるのと同じ

ように、製造業の中でも、全員正規雇用に

というのは現実性に欠けるわけで、その部

分が絶対ゼロになるとは思えません。 
 
伊藤 労働経済の中でどんな議論が行われ

ているのですか。例えばアルバイトと正社

員を分けるべきでないとか、いろんな議論

がありますが。 
 
玄田 一番のキーワードは、均衡処遇とい

うことだと思います。現実には、パートと

言われても、就業形態なり、事実上の労働

がほとんど正社員と同じという中で、形式

上名称によって差がつけられています。日

本の場合は、非常にラフに言うと給料とい

うのは人についていたり、年齢についてい

たり、肩書についたりしていますが、それ

はちゃんと職業の実態に応じて、ジョブに

給料を払うというふうに変えていかないと、

そこに不公正と非効率が生まれるというの

が均衡処遇の問題です。 
もう一つは、日本経済の問題を考えると、

人材育成の問題ではないでしょうか。やっ

ぱり派遣とか請負というのは、単純労働と

はいいませんが、ジェネラルスキルになる

わけです。そうすると、通常の人的資本理

論から考えても、その投資コストというの

は本人が負担せざるを得ない。それが果た

して今の働き方の中で、将来につながるよ

うな生産性の向上になるかわかりません。

派遣会社、請負会社はもっと人に投資すれ

ばいいという人もいますが、現実問題、そ

この労働というのは、特殊性がない限りは、

お金をかけ投資をしてもらっても、それに

よっていい仕事があったら移りますから。

こういう非典型雇用に関してどう人材育成

していくかが問題です。 
 ただ全般としては、例えば一部ではフリ

ーターの長期雇用が起こってくるのではな

いかと私は思っています。いいお店という

のはいいフリーター、いい店長代理、がい

ないと回っていかないですから。 
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 その一方で、フリーターには危険や不安

定性があるのも事実です。最近、中学校と

か高校での講演で、もしフリーターになっ

たら、労働局に総合労働相談コーナーとい

う、ありとあらゆる労働相談、労災に遭っ

たらどうするとか、年金はどうする、とい

う問題を相談できる相談窓口があるので、

そこぐらいは知っておいた方がいいと伝え

ています。正社員の場合には、労務とか人

事がやってくれますが、フリーターの場合

には、自分で自分の身を守る必要も出てく

る。「フリーターは労災は出ないことになっ

ているんだよ」と言う経営者がいないとも

限らない。そのとき「おかしいんじゃない

かな」と相談に行くところを知っておく必

要があります。そういう意味での将来、自

分の身を守るにはどうすればいいかという、

情報提供を、教育と労働が一緒になってや

る必要は大きいです。 
 
会話のできない若者 

 
伊藤 社会が複雑になっていることから、

特にその中で働くことに関してそれをサポ

ートするというインフラが必要だというこ

とですね。 
 
玄田 最近は、さかんにキャリア教育とい

うことが学校でも言われるようになり、そ

れ自体はとっても大事だと思います。ただ、

やり方の問題があります。働きながらいろ

んな人にいろんなことを言われたり、失敗

して身につけてきたことが多いわけです。

そもそもそういう段階にまで入れていない

のがニートでありフリーターなのですから、

そうすると学校段階でどれだけ社会で生き

るということの勘どころみたいなことを教

えることができるかが問題となります。ニ

ートの場合、人に「ありがとう」と言うこ

とにものすごい緊張感を覚える人もいて、

現実に親と先生以外の大人と会話したこと

もない場合もあります。 
 
伊藤 会話したことがない人が増えるのは、

核家族化とか、コミュニティの問題ですか。 
 
玄田 そうじゃないでしょうか。若い人は

人付き合いが苦手なんじゃなくて、むしろ

小さい頃からのいじめなどもあって、人間

関係ということに疲れているように感じて

います。 
 
伊藤 均衡処遇についてですがなぜ今はそ

うなっていないのでしょうか。 
 
玄田 日本では職能資格制度という賃金制

度が高度成長期から確立してきました。大

胆にいえば、報酬を人につけるわけです。

そのポジションにいる人は皆給料が同じに

なります。だから、その分、難しい仕事に

対しても、配置転換などの人の異動も柔軟

にできて、幅広いローテーションも可能に

なる。それが人材育成にも強みになった。 
 一方は、欧米型は、職務給といいますか、

報酬はジョブにつくわけです。報酬をこれ

までのように人につけるか、それとも欧米

のように仕事とか、成果につけるべきか。

今、大きな転換期に来ていると思います。 
 
伊藤 日本的な漠とした柔軟的なやり方で

は通用しないケースが増えているわけです

か。 
 
玄田 特に今組織論では、大事なものはプ
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ロセスの平等だといいます。結局、人はな

ぜ職場でストレスを生むかというと、自分

の話を聞いてもらってないとか、自分だけ

そういう話をするチャンスを得られてない

とか、要するに昔でいう段取り踏んでない

ということが原因となっています。それが

すごく大事だというのは、そういうことに

対する説明力とか、個別の対応みたいなも

のは、今まで以上に求められているのでは

ないでしょうか。 

よく成果主義に関しては功罪いろいろ言

われますけれども、成果主義という短期的

な評価がうまくいくための条件は、一方で

長期的な能力開発の機会というのを今まで

以上に充実させていくことが不可欠になる。

そうでないと、たった 1回のミスによって、

これが固定するということになると、誰も

トライしなくなり、かえってよくない。そ

の意味で、これからは短期的な評価とか仕

事に対する評価をすべき部分に対してはき

ちんとしていきながら、ある意味では今ま

で以上に能力開発に積極的にならなければ

本当はうまくいかないんです。 

 

人員構成・人材育成の重要性 

 
伊藤 現在、格差問題という言葉でいろい

ろな議論がされている中で、正規労働と非

正規労働の待遇の格差を政策的、制度的に

見直すことによって突破口ができるのでは

ないかという議論がありますが。 
 
玄田 1980 年代から 90 年初頭のアメリカ

では、貧富の格差が非常に大きくなったと

き、低所得者ほど実質賃金の伸びが少なく、

下に行けば行くほどじり貧だったわけです。

それが 2000 年代以降の統計をみると、賃金

が低い層では比較的仕事があって、賃金も

伸びていく。上は上でもちろん所得は伸び

ていて、一番伸びていないのは中堅層とい

うことになりつつある。中堅層がメルトダ

ウンしている。以前に日本についての賃金

分布を調べてみると、2000 年代は日本もア

メリカと近い様相が見えていました。 

 経済全体だけでなく、私は企業内部でも、

中堅層というのが一番非常に痛んでいるの

ではないかと感じています。強い組織とい

うのは大体、ほどほどにベテランがいて、

ほどほどに若手がいて、ほどほどに中堅が

いる。それが問題を抱えた会社にかぎって、

それまでの人材の年齢成などが、とてもイ

ビツになっている。人材活用の長期的なビ

ジョンが失われ、採用や育成の戦略も短視

眼的になった結果です。 

 
伊藤 採用しても、すぐ辞めるかもしれな

いというので、安全を見込んで採用すると

いったある種の悪循環みたいのがあります

よね、それが結果的には長期投資だとか、

長期教育だとかいうことについて、インセ

ンティブを非常に弱めているのでしょうか。 
 
玄田 育ててくれるから残るというのと、

どうせ辞めるから育てない、という２つの

均衡があるのではないでしょうか。2007 年

問題もそうですが、人材構成のバランスを

保つというときに、一時より随分労働市場

の関連ビジネスが、日本でもかなり動き始

めているという感覚はあります。再就職を

支援するビジネスというのが、2002 年のと

きに急速に育ちました。あのころにいろい

ろ問題もありましたが、比較的大事になら

なかった。例えば裁判の事例が多くならな

かったのは、再就職支援ビジネスが、欧米
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から来たのもありましたが、かなり生まれ

てきたことがあったと思います。再就職支

援ビジネスは、希望退職するときに、退職

金を何十カ月分払うというのと、別のオプ

ションとして、金額は減額するけど、あな

たの再就職を最後まで一緒に伴走してくれ

る人材コンサルティング会社がありますが、

そこを利用しますか、といったことです。

何をするかというと、カウンセリングもし

ますが、一部求人開拓も一緒にやっていま

す。求人開拓というのは「これこれ、こう

いう人がいて、こういうことができる。こ

んな人がいるけどどうですか」ということ

により、「それならほしい」とマッチングを

するわけです。よく中小企業でどんな人が

ほしいかというと、「いい人」と言いますが。

何かできる人が欲しい時に、ハローワーク

の求人条件に「いい人」って書けないです

から、求人開拓をしていく。今非常にハロ

ーワークも求人開拓ってもの言い始めまし

たけど、結局さっきの個別的じゃないです

けど、個別にその人をある程度知って、カ

ウンセリングの中で出てきた情報をうまく

企業と結び付けていく、それは非常に大事

なことです。 

 
伊藤 よく昔から言われているのは、そう

いう仕事は公的部門が独占していて、民間

がなかなか入れなかったわけですが、今は

随分変わってきているのでしょうか。 
 
玄田 大分変わったと思いました。ハロー

ワークも、本当の意味でサービス業になっ

てきています。ただその一方で、中高年な

どの再就職を支援する民間ビジネスも成長

していく余地は多いにあると思っています。 

 ニート問題もそうで、政府がニートを何

とかしようとするとものすごく大変なので、

ニートを何とかする若者を育てた方がずっ

と早いと言っています。支援人材というの

をビジネスとしてつくった方が早いと思い

ます。これから中高年でも社会との関係が

難しくなります。孤独な高齢者が増えたと

きに、その人とコミュニティを結び付ける

いろんなノウハウを持っている人をもっと

育てないといけないと思っています。私は

やや楽観的過ぎるかもしれないですが、そ

ういうコミュニティビジネスの発展の可能

性というのを信じています。 

 

伊藤 ニートの問題なんかも含めて、ある

程度自主的に動くような仕組みをつくると

いうことですね。 

 
玄田 ええ、十分でき得ると思っています。

今、フリーター、ニート問題を提起したの

は、そういう支援人材とかコーディネート

人材というのがまだまだ不足しているし、

これはまだ潜在的に成長ビジネスとしてあ

り得るということをすごく実感しています。 
 
伊藤 フリーターに絡む問題で、均衡処遇

の問題と人材育成を指摘されたわけですが、

人材育成というのは今おっしゃったような

ものも含むわけですか。 
 
玄田 そうです。しかし、何だかんだいっ

て 30 代の中堅層が非常に痛んでいる感じ

です。 

 
伊藤 30 代で、フリーター的な生活をずう

っとやってきた人たちですか。 

 
玄田 それもそうですし、一方でフリータ
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ー的に能力開発が進まないと、週 60 時間以

上が恒常化して、時にはメンタルになり、

非常に疲弊して、多分少子化の原因の一つ

はそれだと思っています。 

昔、IT でトップとボトムがマンツーマン

でつながるから、中堅はもう要らなくなる

ような議論がありましたが、現実は反対だ

と思います。確かにインターネットでつな

がる世界もあるけど、中堅の持っているコ

ーディネート能力はそうは行きません。中

堅層は、非常に業務が多くなっています。

過剰に働いている人とまったく働いてない

人が、非常に極端にいて、これをワークシ

ェアリングで何とかしようというわけには

いかないと思います。 

 
伊藤 30 代が痛んでいるというのは、どん

なところに具体的に見えてきます？ 
 
玄田 長時間労働、メンタル。痛みが激し

すぎる。それをどうするかというのは、非

常に長期的だし、政策的な対応って難しい

かもしれませんが、ある種長期的なビジョ

ンをもって要員管理をするということを、

側面的でも支援していかないといけないと

思います。それに 30 代などの若手社員がも

っとゆとりをもって生活できない限り、少

子化に歯止めがかかることはないでしょう。 

 
ウィークタイズの必要性 

 
伊藤 一種の企業の過剰な短期志向の合理

性が働きすぎて、人をあまり増やさず、中

にいる人の労働過剰でもっているようなと

ころがあるのでしょうか。 
 
玄田 いい会社では、絶対そんなことでは

もつわけがないと分かっています。中小企

業で人材育成をちゃんとやっている会社は、

上手に遊ばせています。これを政策的に何

かいい方向に誘導させる妙案があるかと言

われると、私は残念ながらあまり思いつか

ない。ただ、最近は、働いている方と話を

していると、どうやって働く本人が身を守

るか、みたいなところがすごくあります。 

転職で成功している人はどういう人かとい

うと、結局資格とか何でもなくて、誰と相

談して転職したかというのが決定的に大き

い。自分で決めたとか、奥さんや旦那さん

に相談して決めたというのは、あまりうま

くいかないが、たまにしか会わない友人と

ふと会ったときに話をして、「あ、こんな仕

事があるんだ」と思って、それで決めた人

が結構うまくいく。アメリカの社会学者グ

ラノヴェターが、ウィークタイズと言って

います。日本では昔はそれはあまりなかっ

たが、今はウィークタイズを持っている人

が、転職とか、独立もうまくいっている。

例えば最初は取引先で喧々諤々やっていた

が、終わった後気持ちいい打ち上げをして、

何年に 1回ぐらい会うみたいな人もそうで

す。実際中高年の再就職で結構多かったの

は、そういった人たちと年賀状だけでつき

合っていたのが、そこをきっかけとして紹

介してもらったというのが結構ありました。

長期雇用、年功賃金、だんだん組織ベース

からプロジェクトベースに社会が変わる中

で、いろんな緩いつながりの中でプロジェ

クトをどうやっていくかというふうに変わ

っていくときに、そんなウィークタイズを

持っていたほうが圧倒的に有利になってい

る。 

 だからこそ、コミュニティビジネスとか

NPO もそうですけど、結局仕事がうまくい
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くということを考えると、よく仕事と家庭

の両立は難しいといいますが、仕事と家庭

と、もう一個、3つぐらい持っている人が、

結局仕事も家庭もうまく循環しているので

はないかなと思うようになりました。 

 
伊藤 日本にそれが欠けているというのは、

今までそういうことがあまり必要としなか

ったところが、急に経済原理だけ先に動き

始めたから。アメリカはそういうのを努力

してつくるところがありますね。 
 
玄田 若い人が、やりたいことが見つから

ないとか、自分探しみたいなことをやると

きに、なぜウィークタイズが大事かという

と、単にネットワークをつくるというだけ

じゃなくて、自分の限られた情報の中で判

断せずに、自分と違う世界に生きている人

から情報を得ることによって、初めて自分

の可能性みたいのが分かるということだか

らです。転職とか、時には独立みたいなこ

とを求めたときに、そういうソーシャルネ

ットワークというのを持たないと、非常に

ノイズのある選択をすることだと思います。 
 一方で、ウィークタイズは誰にも大切で

ある反面、それは格差問題とも関係してい

る。必死に社交活動する人というのは、そ

もそも時間とお金に余裕があるからこそそ

ういうネットワークをつくれる面もあるわ

けです。逆にそんな余裕がない層では、ネ

ットワークも狭くなっていく。そういう意

味で単なる所得格差だけじゃなくて、ネッ

トワーク格差みたいなものがだんだん出て

くることが、本当は社会的な深刻さだと思

います。 
 
伊藤 それはある種のソーシャル・インフ

ラストラクチャーみたいなものだから、そ

ういうものをつくることのサポートを、コ

ミュニティとか、政府がやらなきゃいけな

い。 
 
玄田 そうですね。地域が持っているエネ

ルギーは非常に大きいと思いますし、フリ

ーター問題、ニート問題、格差問題に対応

するためにも、中学校ぐらいで社会とかか

わる体験をもっとした方がいいと応援して

います。 
 学校というある種地域の拠点の中で、大

人とか子どもが世代を超えて交わる、そう

いうことをしていくことからいろんな社会

の可能性をつくるのは非常に大事です。多

分教育行政の中でも、そういう体験学習と

いうことを積極的に推し進めているチーム

と、ゆとり教育の反動で、今学力が下がっ

ているからとにかく学力という学力派とあ

り、体験派と学力派みたいな、非常に不毛

な対立になっていますが、多分正解は、そ

の両方をうまく組み合わせることだと思い

ます。現実には二者択一に選択しろみたい

な雰囲気が強まっています。 
 
伊藤 もちろん、玄田さんが全部ニートの

問題を解明するのも無理だろうと思います。

しかし、格差問題なんかも含めて、問題が

提起され議論されることによってみんなが

いろんなことを考えるという意味では非常

に大事だと思います。 
 
玄田 若年問題にせよ、格差問題にせよ、

そこにはまだまだ見えてないことがたくさ

んあって、どうスポットを当てるか、ここ

にこういう問題があるということを提示し

ていくことをしていかないといけないと思
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います。特に格差の問題のお話をするとき

に、原点に戻るのは、格差というのは能力

と評価の問題であって、一体その人の能力

は何かという問題を考えていかないと、単

なる賃金とか報酬の高だけでは議論できな

いわけで、能力、ないしその向上というこ

とをもっと真正面から議論していかないと

難しいかなと思います。 
 
伊藤 どうもありがとうございました。 
 

2006 年６月 21 日実施 

（編集主幹：加藤裕己 NIRA 客員研究員） 
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